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は
じ
め
に

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
新
し
い
世
界
認
識
を
開
く
基
礎
と
な
る
教
養
の
重
要

性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
今
日
、
二
〇
世
紀
に
お
い
て
様
々
な
知
的
分
野
で
巨
大
な

足
跡
を
残
し
、
教
養
に
つ
い
て
も
独
自
の
認
識
を
展
開
し
た
丸
山
眞
男
の
業
績
の

再
評
価
が
強
く
求
め
ら
れ
る
」（「
平
成
二
四
年
度
私
立
大
学
研
究
基
盤
形
成
支
援

事
業
構
想
調
書
」（
以
下
「
構
想
調
書
」）
よ
り
）
と
い
う
認
識
を
前
提
に
、
次
の

よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
発
足
し
た
。

　

１ 　

丸
山
を
は
じ
め
と
す
る
二
〇
世
紀
の
知
識
人
た
ち
の
教
養
形
成
過
程
及
び

教
養
観
を
解
明
す
る
。

　

２ 　

新
渡
戸
稲
造
・
南
原
繁
・
丸
山
ら
が
知
識
人
の
国
際
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
に
果
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
新
た
な
知
的
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
方
向
性
を
探
求
す
る
。

　

３ 　

丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
、
広
く
日
本
及
び
世

界
に
向
か
っ
て
公
開
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
目
的
の
も
と
に
、「
二
一
世
紀
の
教
養
と
知
の
あ
り
方
を
究

明
す
る
上
で
重
要
な
貢
献
を
す
る
こ
と
」（「
構
想
調
書
」
概
要
Ⅰ
「
研
究
目
的
・

意
義
」
よ
り
）
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
目
標
と
い
え
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
右
の
１
〜
３
の
研
究
目
標
を
追
求
す
る
た
め
に
、
二

つ
の
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。

〈
テ
ー
マ
１
〉 

二
〇
世
紀
知
識
人
の
教
養
と
学
問―

丸
山
眞
男
文
庫
を
素
材
と

し
て―

（
代
表　

安
藤
信
廣
）

〈
テ
ー
マ
２
〉 

丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

構
築
（
代
表　

黒
沢
文
貴
）

　

二
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち
、〈
１
〉
は
、右
の
研
究
目
的
の
１
・
２
に
対
応
し
、〈
２
〉

は
同
じ
く
３
に
対
応
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
は
深
く
関
わ
り
あ
っ
て
い
る

の
で
、両
テ
ー
マ
の
追
求
は
孤
立
し
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、協
働
し
補
い
あ
っ

て
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
・
一
四
年
度
の
年
次
計
画
は
以
下
の
通
り
。

・ 

丸
山
が
研
究
し
た
主
題
に
沿
っ
て
、
丸
山
以
後
の
諸
研
究
を
探
索
す
る
。

丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

　
　
　
（
二
〇
一
三
年
四
月―

二
〇
一
四
年
一
二
月
）安

藤 

信
廣
・
黒
沢 

文
貴
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（
二
〇
一
三
年
度
）

・ 
初
年
度
以
来
の
業
績
を
ふ
ま
え
、
中
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
成
果
を
ま
と

め
る
と
と
も
に
、
自
己
点
検
・
評
価
を
行
う
。（
二
〇
一
四
年
度
、
以
上
、〈
テ
ー

マ
１
〉
に
対
応
）

・ 

未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
調
査
を
も
と
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
開
始
す
る
。（
二
〇
一
三

年
度
）

・ 

未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
調
査
を
も
と
に
翻
刻
を
進
め
、デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
準
備
を
開
始
す
る
。（
二
〇
一
四
年
度
、
以
上
、

〈
テ
ー
マ
２
〉
に
対
応
）

　

二
〇
一
三
・
一
四
年
度
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
他
、
公
開
研
究
会
、
定
例
研
究
会

そ
の
他
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
両
テ
ー
マ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
二
〇
一
四
年
一
二
月
ま
で
の
活
動
状
況
を
報
告
す
る
。

〈
１
〉
を
安
藤
が
、〈
２
〉
を
黒
沢
が
執
筆
し
た
。

〈
１
〉
二
〇
世
紀
知
識
人
の
教
養
と
学
問

　
　
　
　

―

丸
山
眞
男
文
庫
を
素
材
と
し
て―

　

テ
ー
マ
１
は
、「
二
〇
世
紀
知
識
人
の
教
養
と
学
問―

丸
山
眞
男
文
庫
を
素

材
と
し
て―

」
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
二
〇
一
四
年
一
二
月
ま
で
の

活
動
状
況
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一　

丸
山
の
学
問
に
関
連
す
る
欧
米
及
び
中
国
の
文
献
の
研
究

　

欧
米
文
献
研
究
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
学
に
関
す
る
書
物
の
研
究
を
重

点
的
に
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
下
記
「
三　

一
九
五
〇
年
代
の
世
界
情
勢
、
国

際
環
境
と
政
治
思
想
の
動
向
に
つ
い
て
の
調
査
」
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
中
国

文
献
研
究
は
、
前
近
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
い
書
物
を
対
象
と
し
た
。

前
近
代
に
つ
い
て
は
丸
山
の
儒
教
・
朱
子
学
の
解
釈
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た
。

丸
山
眞
男
の
福
沢
諭
吉
研
究
の
視
点
を
通
し
て
、
福
沢
諭
吉
の
思
想
と
中
国
近
代

知
識
人
の
思
想
と
を
比
較
し
、
中
国
思
想
の
前
近
代
か
ら
近
代
へ
の
継
起
に
お
け

る
問
題
点
を
検
討
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
現
代
中
国
の
文
化
大
革
命
時
代
お
よ
び

今
日
の
改
革
開
放
時
代
の
思
想
の
深
層
に
連
続
し
て
い
る
思
考
様
式
を
掴
む
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
共
産
主
義
体
制
に
つ
い
て
の
丸
山
の
認
識
に
つ
い
て
も
考
察
し

た
。

二　

長
谷
川
如
是
閑
と
丸
山
の
比
較
分
析
及
び
関
連
文
献
と
資
料
の
調
査
と
整
理

　

前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
、
長
谷
川
如
是
閑
の
発
言
に
見
ら
れ
る
教
育･

教
養
の

伝
統
と
は
な
に
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
資
料
の
調
査
及
び
整
理
を
行
っ
た
。

長
谷
川
が
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
戦
時
下
で
の
議
論
及
び
戦
後
の
議
論
を
と
り
あ

げ
、
時
代
の
背
景
や
思
潮
と
の
関
係
で
考
察
し
た
。

三 　

一
九
五
〇
年
代
の
世
界
情
勢
、
国
際
環
境
と
政
治
思
想
の
動
向
に
つ
い
て
の

調
査

　

前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
、
丸
山
の
日
本
政
治
思
想
史
研
究
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
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が
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
、
丸
山
の
議
論
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ど

の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
論
が
構
築
で
き
る
か
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
は
丸
山
の
議
論
が
ど

う
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
か
、
を
検
討
し
た
。「
丸
山
眞
男
の
ア
メ
リ
カ
観
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
き
、
ア
メ
リ
カ
政
治
学
と
の
接
点
を
模
索
し
た
。
丸
山
眞
男
と

ア
メ
リ
カ
文
化
の
交
錯
に
関
し
て
、
近
代
化
論
を
め
ぐ
る
論
争
を
中
心
に
検
討
し

た
。

四 　

近
代
日
本
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
、
教
養
の
系
譜
と
し
て
新
渡
戸
稲

造
と
矢
内
原
忠
雄
の
理
念
・
実
態
に
関
す
る
研
究

　

丸
山
の
思
想
史
的
系
譜
の
理
解
、
丸
山
以
前
の
教
養
に
つ
い
て
の
認
識
に
つ
い

て
調
査
・
考
察
し
た
。
北
海
道
大
学
新
渡
戸
稲
造
文
庫
の
調
査
結
果
を
整
理
し
た
。

近
代
日
本
の
教
養
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て
、
矢
内
原
忠
雄
を
中
心
に
考
察
し
、

教
養
の
現
在
的
意
味
を
検
討
し
た
。
そ
の
際
丸
山
の
観
点
を
参
照
し
た
。

〈
２
〉
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築

テ
ー
マ
２
は
、「
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
構
築
」で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
二
〇
一
四
年
一
二
月
の
活
動
状
況
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

一　

丸
山
文
庫
所
蔵
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
調
査

　

英
文
草
稿
類
も
含
め
た
丸
山
文
庫
所
蔵
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
調
査
を
進
め

た
。
同
資
料
や
丸
山
文
庫
所
蔵
図
書
等
の
調
査
の
成
果
を
も
と
に
新
た
な
本
文
校

訂
を
行
っ
た
『
丸
山
眞
男
集
』
全
一
六
巻
・
別
巻
の
第
四
刷
（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
四
年
三
月
よ
り
刊
行
開
始
）
に
反
映
し
た
。

二　

丸
山
文
庫
所
蔵
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
翻
刻
公
刊

　
「
近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生
」
と
「
一
九
四
七
年
度
・

一
九
四
五
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿
」
を
翻
刻
、
本
誌
第
九
号
に
掲

載
し
た
。
テ
ー
マ
２
参
加
研
究
者
が
編
集
し
た
『
丸
山
眞
男
集
別
集
』（
全
五
巻
、

岩
波
書
店
）
の
刊
行
を
二
〇
一
四
年
一
二
月
よ
り
開
始
し
た
。
二
〇
一
五
年
中
に

刊
行
予
定
の
四
・
五
巻
に
収
録
す
る
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
研

究
会
の
録
音
記
録
を
調
査
し
、
文
字
起
こ
し
作
業
を
行
っ
た
。

三 　

丸
山
文
庫
所
蔵
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
構
築

　

丸
山
文
庫
所
蔵
未
公
刊
草
稿
資
料
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
登
録
す
る
画
像

を
作
成
す
る
た
め
、
ブ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
を
用
い
た
同
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を

進
め
た
。
対
象
と
な
る
資
料
約
四
〇
〇
〇
点
の
う
ち
、二
〇
一
四
年
一
二
月
現
在
、

約
三
分
の
一
に
あ
た
る
約
一
四
〇
〇
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
終
了
し
た
。

四　

丸
山
文
庫
所
蔵
楽
譜
類
の
調
査

　

丸
山
文
庫
所
蔵
の
楽
譜
類
、
と
く
に
丸
山
自
身
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る

も
の
を
中
心
と
す
る
調
査
と
研
究
を
進
め
た
。
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五　

丸
山
文
庫
所
蔵
楽
譜
類
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

ブ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
を
用
い
て
丸
山
文
庫
所
蔵
楽
譜
類
の
丸
山
に
よ
る
書
き
込
み

の
あ
る
ペ
ー
ジ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
行
っ
た
。
二
〇
一
四
年
一
二
月
現
在
、
丸

山
に
よ
る
書
き
込
み
の
あ
る
楽
譜
四
三
〇
冊
の
う
ち
、
半
分
の
二
一
五
冊
（
作
曲

家
名
が
Ｂ
〜
Ｌ
、
Ｗ
で
始
ま
る
も
の
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
終
了
・
公
開
と
な
り
、

閲
覧
可
能
と
な
っ
た
。

六　

丸
山
文
庫
所
蔵
書
簡
類
の
調
査
と
翻
刻
公
刊

　

調
査
と
リ
ス
ト
作
成
を
進
め
た
。
そ
の
中
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
外
か
ら
元
岩
波

書
店
編
集
者
・
竹
田
行
之
氏
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
つ
つ
、
吉
野
源
三
郎
が
丸
山
に
宛

て
た
書
簡
三
六
点
を
翻
刻
、
本
誌
第
九
号
に
掲
載
し
た
。

七　

丸
山
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
の
構
築

　

丸
山
文
庫
所
蔵
図
書
が
丸
山
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
時
の
状
態
を
ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
上
に
再
現
す
る
丸
山
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
の
構
築
を
進
め
た
。
二
〇
一
四
年

度
中
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。
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